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○今年もよろしくお願いします 

  

新しい年がスタートしました。 

 早々に大きな地震がありました。 

 事故や火災も発生しています。 

 かけがえのない命が失われたことは残念でなりません。 

 心よりお悔やみ申し上げます。 

 また被災された方々に、お見舞い申し上げるとともに、 

 一日も早い復旧を、お祈りしたいと思います。 

  

さて、年頭にあたりメッセージを発信します。 

 「一年の計は元旦にあり」といいます。 

 この有名な言葉は「一日の計は朝にあり」に次ぐ二の句です。 

 朝を制することが、いかに大事なのかということがわかります。 

 また「十年の計は樹を植えることにあり」と続きます。 

 そして「百年の計は子を教えることにあり」と結ばれます。 

 つまり、究極の大事は「人財育成」なのです。 

 今年も「われらが母校」の人財育成に全力を尽くします。 

  

いよいよ仕上げの３学期です。 

 昔から１月は行く、２月は逃げる、３月は去るといわれます。 

 ３学期の三か月間は、あっという間の出来事です。 

 一日一日を大切に、有意義な時を過ごしましょう。 

 １年生は「先輩」になるための準備に。 

 ２年生は「最上級生」になるための準備に。 

 そして３年生は「卒業の日」を迎えるための準備に。 

 それぞれに落ち着いて取り組んでいただきたいと思います。 

 それでは「われらが母校」の生徒諸君、大健闘を心から祈っています。 


